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■
世
界
で
は
貧
困
・
災
害
の
克
服
も
平
和
の
条
件

　
大
学
時
代
に
放
浪
の
旅
、
ア
ジ
ア
の
虜
に

　
「
善
意
だ
け
で
は
何
も
で
き
ぬ
」
失
敗
に
学
ぶ

　
フ
ラ
ン
ス
の
Ｍ
Ｓ
Ｆ
（
国
境
な
き

医
師
団
）
や
米
国
・
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
９
ナ
ル
な
ど
の
年
間
活
動

賢
は
百
娠
円
前
後
か
ら
数
百
億
円
。

こ
れ
に
対
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
礪
会
）
の
予
算
は
せ
い

ぜ
い
六
、
七
億
円
。
も
ち
ろ
ん
欧
米

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
は
政
府

か
ら
手
厚
い
援
助
を
受
け
て
い
る
の

で
す
が
、
決
定
的
な
違
い
は
人
道
援

助
に
対
し
、
国
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
二
人
三

脚
と
も
い
え
る
密
接
な
関
係
で
す
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
非
政
府
は
「
国
境
を
超

え
る
」
意
昧
な
の
に
、
日
本
で
は
「
政

府
ご
距
離
を
置
く
こ
き
「
反
政
府
」

な
ど
と
解
釈
さ
れ
、
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
大
き
く
後
れ
を
取
る
こ
と
に
な
っ

た
と
み
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
日
本
で
は
平
和
に
対
す

る
考
え
方
、
受
け
止
め
方
が
バ
ラ
バ

ラ
な
ん
で
す
ね
。
太
平
洋
戦
争
の
総

括
が
国
民
レ
ベ
ル
で
き
ち
ん
と
で
き

て
い
れ
ば
凛
礦
は
違
っ
た
と
思
い
ま

す
。
世
界
の
人
々
が
求
め
る
平
和
と

は
何
か
。
日
本
人
の
平
均
的
な
平
和

観
は
戦
争
の
な
い
状
筆
を
い
い
ま
す

が
、
国
際
社
会
で
は
こ
れ
に
加
え
、

貧
困
と
災
害
の
克
服
も
平
和
の
三
原

則
と
し
て
常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
日
の
生
活
と
明
日
の
希
望
」
。

一
番
大
切
な
の
は
こ
の
こ
と
で
、
日

本
人
は
平
和
＝
非
驚
事
に
こ
だ
わ
り

過
ぎ
て
、
国
際
社
会
の
責
務
に
十
分

こ
た
え
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　
　
ア
ジ
ア
・
中
近
東
十
力
国
へ
放

　
　
浪
の
旅
に
出
た
の
は
大
学
四
年

　
　
生
の
奏
。
医
学
生
だ
っ
た
、
十

　
　
ヵ
月
間
の
体
験
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ

　
　
の
道
の
伏
線
と
な
る
。

茂氏

しげる

菅波

すがなみ
アジア医師連絡協議会代表

　
き
っ
か
け
は
小
田
実
さ
ん
の
当
時

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
何
で
も
見
て
や

ろ
う
」
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
こ
の

本
を
入
れ
て
横
浜
港
か
ら
出
発
。
イ

ン
ド
の
救
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
で
三
ヵ
月

間
研
修
を
受
け
た
あ
と
は
全
く
気
ま

ま
な
放
浪
生
活
で
し
た
。
何
度
か
食

あ
た
り
に
あ
っ
て
病
院
に
担
ぎ
込
ま

れ
る
な
ど
危
な
い
目
に
も
遭
っ
た
の

で
す
が
、
ア
ジ
ア
の
多
様
性
と
活
気

の
虜
（
と
り
こ
）
に
な
り
、
［
パ
ン

ド
ラ
の
箱
］
を
開
け
て
し
ま
っ
た
。

以
来
、
二
十
五
年
、
ア
ジ
ア
な
し
の

生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
毎
日
で
す

　
生
ま
れ
膏
っ
た
の
は
広
島
県
で
、

祖
父
は
裁
判
官
。
父
は
法
学
部
出
身

の
高
校
教
師
。
二
人
と
も
世
界
史
が

大
好
き
で
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
エ
ジ

プ
ト
文
明
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
話
を

よ
く
聞
か
さ
れ
、
祖
父
と
同
じ
裁
判

官
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。

　
医
学
部
（
岡
山
大
学
）
へ
方
向
転

換
し
た
の
は
「
シ
ュ
バ
イ
ツ
ア
ー
も

悪
く
な
い
な
」
と
言
う
父
の
一
言
と
、

高
校
二
年
生
の
夏
、
祖
父
の
密
斎
で

偶
然
見
た
一
枚
の
写
真
。
若
い
日
本

人
兵
士
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
海
岸
で

無
残
に
死
ん
で
い
る
、
そ
の
シ
ー
ン

が
な
ぜ
か
明
か
ら
離
れ
ず
、
ア
ジ
ア

ヘ
の
こ
だ
わ
り
と
医
学
で
人
助
け
を

し
た
い
感
情
が
自
然
に
膨
ら
ん
だ
よ

う
で
す
。

　
　
七
九
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救

　
　
援
で
菅
波
内
科
医
と
岡
山
犬
医

　
　
学
部
生
二
人
が
現
地
に
飛
ぶ

　
　
が
、
事
前
調
査
不
足
な
ど
か
ら

　
　
難
民
キ
ャ
ン
プ
さ
え
な
か
な
か

　
　
発
見
で
き
ず
、
カ
ラ
振
り
に
。

　
こ
の
派
玖
の
失
敗
は
強
烈
で
し
た

ね
。
我
々
は
人
助
け
の
医
療
チ
ー
ム
。

当
然
、
歓
迎
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

た
こ
と
自
体
、
大
き
な
間
違
い
だ
っ

た
わ
け
で
す
。
現
地
の
情
報
と
人
脈
、

受
け
皿
が
な
け
れ
ば
善
意
だ
け
で
は

何
も
で
き
な
い
。
こ
の
教
訓
を
テ
コ

に
そ
れ
以
来
、
ア
ジ
ア
各
国
の
医
学

生
や
留
学
生
と
の
交
流
を
中
心
に
い

今
年
２
月
、
診
療
所
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ザ
ン
ビ
ア
の

ル
サ
カ
を
訪
れ
た
菅
波
代
表
ｅ

ろ
ん
な
国
際
会
議
を

開
い
た
り
、
現
地
研

修
に
出
向
く
な
ど
、

仲
間
づ
く
り
に
奔
走

す
る
日
が
数
年
に
わ

た
っ
て
続
く
わ
け
で

す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
旗
揚

げ
は
そ
れ
か
ら
五
年

後
の
八
四
年
。
相
互

扶
助
の
精
神
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
苦
い
体
験

が
原
点
に
な
っ
た
。

　
（
聞
き
手
は
編
集
委

　
員
佐
藤
徳
夫
）
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